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あらまし：e-Knowledge コンソーシアム四国において実施した単位互換教育の実践報告と共に，今後の課題点

等について議論する．本報告では，平成 22 年度に開講した「情報ビジネス総論」および「実践知財管理論」の

２科目の事例を採り上げる．講義用コンテンツの制作面では受講生に飽きさせない工夫をした成果や，Moodle
をベースとした教育支援の成果を報告する． 
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1. はじめに 

e-Knowledge コンソーシアム四国（以下，eK4 と

略）は，四国内の八大学（徳島，鳴門教育，香川，

愛媛，高知，四国，徳島文理，高知工科）が連携し，

各大学の特徴ある講義を e ラーニングコンテンツと

して提供することで，教育基盤「四国の知」を構築

するため平成 20 年度に設立されている．「四国の知 
」は，四国の資源の魅力・ブランド・歴史・地勢・

文化・伝統等の「教養教育科目群」と，四国の課題

に取り組むために必要な「学際的専門教育科目群」

で構成され，連携大学からの提供および単位互換制

度により，地域に根ざした高い専門性を持つ「協調

的地域づくりに携わる」人材育成を行っている． 
本報告では，平成 22 年度に著者が学際的専門教育

科目として提供した四国大学の２科目，「情報ビジネ

ス総論」および「実践知財管理論」の実施結果の報

告および検討すべき課題について議論する． 
 

表 1 学際的専門教育科目 
科目名 概要 対象 
情 報 ビ ジ

ネス総論 
情報ビジネスにおけるコン

テンツの保護および活用に

ついて知識を深める． 

１年 

実 践 知 財

管理論 
知的財産管理の基本知識に

ついて理解を深める． 
１年 

 
2. コンテンツの制作および問題点 
2.1 提供科目 

表 1 に本報告で提供する学際的専門教育科目の概

要を示す．両科目とも１年生を対象とした基礎科目

であり，事前知識がなくとも履修が可能となるよう

配慮している．平成 22 年度に単位互換制度を活用し

て連携大学向けに提供したところ，残念ながら他大

学からの受講生は０名であった．平成 23 年度以降は

後述の学内事情等により，提供を停止している． 

 
図１ スタジオにおける収録の模様 

 

2.2 コンテンツの制作 

本事業で採用されている e ラーニングシステムは，

学習管理用の Moodle サーバおよび講義映像配信用

のストリーミングサーバから構成され，その仕様は

連携大学間で統一されている．講義用の映像は事前

に学内のスタジオで収録を行っている．２科目分の

映像の収録に約２ヶ月，編集および修正作業を加え

ると，約半年の期間を要している． 
図１に四国大学のスタジオにおける収録の模様を

示す．四国大学には映像配信用の専用設備が整備さ

れており，学生スタッフの映像製作能力も高い．本

報告では，卒業生の立ち上げた映像製作ベンチャー

に映像製作を痛くしている． 
さらに，Moodle 側のチャットおよび小テストを活

用し，質問への対応および理解度の確認を行うこと

とする． 

2.3 教育効果向上への工夫 

オンデマンド形式の講義の場合，学生の履修状況

や学習姿勢等を把握するのが困難である．特に，自

分の学習ペースを保つことができなくなり，途中で

履修を諦めるおそれがある．そこで，映像の冒頭や

中盤にお楽しみ映像を挿入することとすると共に，

受講生の履修状況を管理し，メールや対面で適宜指

導を入れるようにする． 
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図２ 中間試験の点数分布 

 

表２ 中間試験の問題（情報ビジネス総論） 
番号 概要 
問１ 契約の成立時点について簡単に説明せよ 
問２ 著作者人格権と著作財産権の違いについて

簡単に説明せよ 
問３ 著作権法第 21条から 28条に規定される著作

財産権について，以下の問いに答えよ。 
a) 著作権法第 10条１項各号に列挙されてい

る各著作物に共通の著作財産権をすべて

挙げよ 
b)「映画の著作物」に特有の著作財産権およ

びその内容について簡単に説明せよ 
 

2.4 成果 

15 回の講義のうち，真ん中に当たる８回目の講義

において中間試験をオンラインで実施した．図２に

「情報ビジネス総論」での中間試験の点数分布を示

す．また，中間試験の問題を表２に示す．内容は講

義映像を視聴して学習を進めていれば十分に解答で

きる程度の基礎的な知識を問うものである．図２を

見ると，得点の高い層と低い層に２極化しているの

が分かる．講義映像も含めた資料はサーバ上に蓄積

されているので，真面目な学生は何度も復習に活用

していた．小テストやチャットでも楽しんで履修し

ている様子が伺え，結果として高得点につながった

ものと思われる． 
一方，得点の低い層の学生は毎回の講義の小テス

トも成績が悪かった．そこで，学生達に個別に指導

した結果，講義映像を最後まで見ていないことが分

かった．オンデマンド形式の講義にのみ限らず，対

面講義でも居眠りをするなどの放棄行為は今後の課

題である． 
なお，今回の２科目では講義の途中でドロップす

る学生はいなかった． 
 

3. 検討すべき課題 
四国大学では，オンデマンド形式の講義を実施す

るのは初の試みであったため，学内体制の整備も含

め多くの課題が見つかった．表３に項目別の課題を

示す． 
 

表３ 今後の課題 
項目 概要 
全般 e ラーニングへの理解 

著作権処理のガイドライン整備 
学内体制 学内支援体制の整備 

担当教員の負担軽減 
教育評価 
責任部署の明確化 
事業後のメンテナンス問題 

大学間連携 単位互換科目の履修活性化 
 
まず全般的な課題として，対面講義重視の考えが

根強いことが挙げられる．映像や ICT を活用した教

育そのものへの抵抗があるため，学内の協力や理解

を得るのが困難であった． 
特に，本事業を実施する上で問題となったのは，

事務局に責任部署がなかったことである．単位互換

用に講義を開設すること，講義用のコンテンツを製

作することなど全てにおいて現場の裁量に委ねられ

ていた．教員への評価もないため，今回の２科目以

外に科目提供に協力する教員は得られなかった．今

後も事業を継続するのであれば，組織的なバックア

ップ体制が不可欠であると言える． 
また，他大学からの履修生が集まりにくいことも

問題である．eK4 では，連携大学間で既存カリキュ

ラム内で単位の読み替えを行っている．学生にとっ

て履修したい科目であった場合，敢えて他大学の講

義を履修したいと望まないようである．もっと多く

の科目が提供されるようにならない限り，学生にと

って魅力を感じられない状態である．既存科目との

読み替えよりも自由科目の一部として単位を認定す

れば，履修者が増えると思われる． 
 
4. おわりに 

本報告では，eK4 事業における単位互換教育につ

いて，四国大学の事例報告および実施上の課題につ

いての議論を行った．少子化となった時代，地方の

私立大学が生き残るための手段として，大学間での

講義連携は重要な意味を持つと思われる．学内体制

の整備を初めとする課題の解決に向け，着実に経験

を積み重ねて行きたい． 
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